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要   旨
collese students'acquisition 
"iTJ,:: pronunciation does not seem toprogress at lhe same rate as self taught aural materials do. In thrs article,
therefore, I will first examine by questionnaire, their acquisition of English word
pronunciatiol as it is and then I will consider the relationship between their













(1)a 英文学科 :134人(1年生107人 2年生14人 3年生12人, 4年生1人)
b 初等教育学科 :31名(1年生4人,2年生18人,3年生3人,4年生6人)
c 比較文化学科 :17名(1年生14人,2年生1人 3年生2人 4年生0人)
d 社会学科 :2名(1年生0人, 2年生1人, 3年生0人. 4年生1人)
















































































a 英文学科 :アメリカ音 :687%(り/134)vsイギリス音 l15%(2/134)




















a 英文学科 :[××:00%(0/16)○× 18%(2/111)○○:00%(0/7)]




























a 英文学科:[××63%(1/16)○× 18%(2/111)〇〇 oo%(o/7)]






Oftenの発音では通例tの文字は黙字 (silent letter)であるが 実際の英語ではじ
ばしば発音されることがある。生の英語に接していればこのような事実に気づくはず
であるとの前提で,学習者が生の英語に接しているか調べようと考えた。アンケート

































































アンケー トでは,CanadaとC nadianの発音をカタカナで (発音記号が書ける人














































































































という綴りは共通で, どれも [war]または [wょ]発音するのだが,綴りのaの文


































































































































然知っているべきレベルの3 7. 3 8 3 9で取り上げた事例の正解率が, 3 8





































1)いわゆる「発音記号Jは 国際音声学会 (the lntcrnational Phonetic Associaion)が1888
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